
 

猫に関する SNS 情報について 

学校法人 鹿の子学園 

平素より本学園の教育・保育にご理解ご協力賜り誠にありがとうございます。 
 
標記の件につきまして、当園からの情報発信が十分に明確でなく、皆様にご心配やご不安な思いをおかけ
しましたこと、配慮が欠けた表現があったことを心よりお詫び申し上げます。 
 
現在、猫は園関係者の方に一時的に保護していただいており、元気に過ごしています。 
 
今後、飼い主様がいらっしゃるかの確認を進めるとともに、関係機関にも相談しながら、猫にとってより
良い環境で過ごせるよう、適切に進めてまいります。 
 
【これまでの経緯】 
 
9 月 3 日午前 9 時頃、認定こども園神戸鹿の子幼稚園の正門から、猫が園内に入りました。 
 
園としても神戸市へ相談いたしましたが、今回の状況について市で対応することは難しいとの回答をいた
だきました。 
 
また、動物保護に関する事業所へ電話で相談を試みましたが、時間外のため連絡がつかない状況でした。 
 
その後、園児の安全にも配慮しながら、猫とともに園外へ出て、隣接する千代が谷公園内で様子を見守り
ました。 
 
公園と園の正門付近を何度か行き来した後、猫自ら千代が谷公園内の茂みへ戻っていきました。 
 
しかし、同日午後 5 時 30 分頃、再び猫が園内に入り、朝と同様の対応をさせていただきました。 
 
その際、再度動物保護に関する事業所へ相談を試みましたが、時間外であったため連絡を取ることができ
ませんでした。 
 
その後、周囲にいた方にも対応にご協力いただき、猫を正門付近から、園に隣接する千代が谷公園へ移動
しました。 
 
しかし、その後も朝と同様の状況が続いたことから、猫の安全を確保するため、園関係者の方に一時的に
保護していただくこととなりました。 
 
なお、この移動について「遠くへ連れていった」という表現でお伝えしてしまったために、実際の状況が 
十分に伝わっておりませんでした。 
実際には、正門付近から、園に隣接する千代が谷公園へ移動となります。 
 
誤解を招く表現をしたことにより、ご心配をおかけしましたことを、改めてお詫び申し上げます。 
 
現在は、その方のもとで保護されていることを確認しております。 
 
 
このたびは、猫を心配してくださった皆様にご心配をおかけしましたこと、改めてお詫び申し上げます。 
 
また、温かいお気持ちを寄せてくださった皆様に、心より感謝申し上げます。 
 


